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大学のメンタルヘルス

１．投稿資格
　筆頭著者および責任著者は特定非営利活動法人全

国大学メンタルヘルス学会員とする。ただし、依頼

原稿はその限りではない。

２．内容
　投稿論文は未掲載の論文とする。

　内容は、主に投稿論文（原著論文、資料論文、症例
研究、臨床経験、短報）と本総会発表論文とする。ま

た英語論文も掲載する。

３．投稿論文の受付・受理および掲載
１) 表紙、原稿（本文のほか、著者名、所属先、（掲

載を希望する場合は責任著者の所属先住所、連絡先

メールアドレス）、要旨、キーワードを記載。英文

要旨，英文キーワードは必要に応じて記載）、図表

（本文と別ファイルでも本文ファイルに埋め込んで

もよい。別ファイルの場合は、挿入位置を本文内に
指定）、「承諾確認書」、「投稿論文倫理規定

チェックリスト」を学会事務局宛てにメール添付に

て送付すること。
２) 使用ファイルは,テキストファイル、 Microsoft

Wordファイル、Excelまたはパワーポイントとする。

３) 対象者からの同意、および著者の所属機関等の倫

理委員会の承認を得たものは、その旨を方法のとこ

ろに明記すること。また症例記述については匿名性

を最大限に配慮すること。詳しくは、別掲の「投稿論

文倫理規定」に従うこと。

４) 利益相反について明記すること。

５) 論文記載の採否は２名以上の審読者の審査結果に

基づき編集委員会が決定する。

６) 論文掲載の採択が本学会から通知されたら、最終

原稿を編集委員会に送付すること。

７) 本誌ならびに本学会インターネットホームペー

ジ、電子媒体上に掲載した論文の著作権は本学会に

帰属する。

４．年次総会発表論文
１) 総会長が取りまとめを行う。

２) 他誌に投稿する場合は、抄録を本誌に掲載する。

３) 「投稿論文倫理規定」等に反する場合は、編集

委員会から内容の変更などを求める。

５．論文の形式
　《原著論文・資料論文・症例研究》

原則として「要旨」600文字以内、「キーワード」

５語以内、「はじめに」、「対象と方法」、「結果」、「考

察」、「結語」、「文献」の順に記載すること。英文要

旨には「表題」、「著者名」、「所属および所在地」、
「Keywords」（日本語のキーワードに対応する英
語）、「Abstract」200語以内をこの順に記載するこ

と。英文要旨はnative speakerによるチェック、も

しくはそれに準ずるチェックを受けること。

《臨床経験・短報》は、形式を問わないが、原著
　論文など に準ずることが望ましい。 

　      《発表論文》投稿論文に準じる。

《英語論文》必ず日本語の要旨を添付すること。ま 
      た、可能な限り日本語の原稿を添付すること。　

６．論文記載の順序・形式
　A４版で横書きとし、本文の字数を12,000字以
内とする（図表、文献は字数に含まない）。

　《表　紙》
 タイトル、著者名、所属先および住所、責任著者の

所属先および住所、電話番号、連絡先メールアドレ

ス、ランニングタイトル（25字以内）を記すこと。

　《章、節などの区分》

 原則として、下の形式で記述のこと。

　【Ⅰ, II, III・A, B, C・1, 2, 3・a, b, c】
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　《略　語》
略語については、本文中の最初に出たところで

フルネームを入れる。専門用語の解説について

も同様とする。

　《文　献》

文献は、引用箇所の右肩に上付きで1)、2,3)のよ

うに引用順に番号で示し、原稿末尾に下記の形式
で番号順にまとめて記載すること。文献数は20件
以内とする。雑誌の略号は INDEX MEDICUSの表
記に従い、それにないものはフルネームで記載す
る。著者多数の場合は最初の3名まで記載し、英文
では「et al.」、和文では「他」を付する。雑誌、単
行本以外のインターネット上の資料を文献とする

場合は、末尾に（年月日閲覧）を記載すること。

（雑誌の場合）

執筆者名. 論文名. 雑誌名. 発行年; 巻数(号数): 引用

開始頁‒終了頁. （下記に例示）

1) Zalsman G, Stanley B, Szanto K, et al. Suicide

in the time of COVID-19: Review and Recommendations.

Arch Suicide Res. 2020; 24(4): 477–482.

2) 多田光宏 ,  村田涼子，桑原優仁，他.  双極性障

害の長期的展望.  臨床精神医学.  2 0 2 1 ;  5 0 ( 1 1 ) :

1 1 8 9 – 1 1 9 8 .

（単行本の場合）

著者名. 論文名. In: 編集者名 (編)または(ed(s).). 書

名. 出版社名, 所在地, 発行年; 引用開始頁―終了頁.

（下記に例示）

3) Lund C, Stansfeld S, De Silva M. Social determinants 

of mental health. In: Patel V, Minas H, Cohen A, et al.

(eds.). Global mental health principles and practice.

Oxford University Press, New York, 2014; 116‒136.

4) 河本英夫．経験の可能性の拡張とレジリアン

ス．In: 加藤敏 (編). レジリアンス・文化・創造．金

剛出版，東京，2012; 154–169.

なお，単行本１冊を引用の対象とする場合は，

著者名. 書名. 出版社名, 所在地, 発行年.

（英語論文の場合）

引用文献等が和文の場合、末尾に (in Japanese). 

を記載すること。

　《図（写真）、表》
 図、表、写真はそのまま印刷できる鮮明なもの限り、

カラー印刷やトレーシングは採用しない。挿入箇所を

明瞭に原稿欄外に指示すること。編集委員会の判断

で、図表を見えやすく校正することがある。

７．校正

著者の校正は初校１回のみとし、以降は編集委員会に

おいて行う。原稿の変更は初校時までとし、軽微に

とどめること。

８．別刷
電子ジャーナル化に伴い，別刷は作成しないが、論文
ごとの個別ファイルを送付する。

９．原稿の提出締切
本誌は年１回の発行であり，前年の年次総会（通例12

月開催）の発表論文は，1月31日締切を原則とする。

投稿論文は随時受け付けるが，同年発行の号への投稿

は，2月末締切を原則とする。

10．別掲

「承諾確認書」、「投稿論文倫理規定チェックリスト」、

「投稿論文倫理規定」は、学会ホームページの投稿規

程覧に掲載してあるものを利用すること。また、学会

の統計ガイドラインを参照すること。

11．原稿送付および問い合わせ先

特定非営利活動法人 全国大学メンタルヘルス学会

事務局

〒564-0063　吹田市江坂町1-12-1　家村商事ビル6階

株式会社ＭＳＰ内
E-mail: sec2＠jacmh.org




